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自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 

 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和８．２．27 現在） 総数 314 人 

１年 112 人  ２年 98 人  ３年 104 人 

令 和 ８ 年 ２ 月 2 6 日 

  

 

 

奄 美 市 名 瀬 朝 日 2 9 番 地 １ 

T E L  5 2 - 1 1 9 5  F A X  5 3 - 5 6 5 0 
HP:http://www.city.amami.kagoshima.jp/asahi-j/ 

「
調
整
授
業
時
数
制
度
と
は
？
」 

校
長 

 

埜 

中 

勝 

実 

 

次
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
新
た
な
仕
組
み
と
し
て 

「
調
整
授
業
時
数
制
度
」
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま 

す
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
な
改
編 

に
と
ど
ま
っ
て
き
た
中
学
校
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
も 

一
定
割
合
を
柔
軟
に
運
用
で
き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ 

ム
編
成
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
年
間
コ
マ
数
は
確 

保
し
つ
つ
、
特
定
の
教
科
を
一
割
程
度
減
ら
し
、
そ
の 

分
を
別
の
学
習
に
充
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

こ
の
制
度
は
、
全
国
一
律
の
教
育
課
程
か
ら
、
地
域 

や
子
ど
も
た
ち
の
実
態
に
応
じ
た
「
量
よ
り
質
」
へ
の 

転
換
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
生
み
出
さ
れ
た
裁
量
の
時 

間
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
用
で
き
ま
す
。
重
点
的
に 

伸
ば
し
た
い
教
科
の
時
数
を
増
や
し
た
り
、
学
校
独
自 

の
新
し
い
教
科
を
設
け
た
り
と
、
か
な
り
大
き
な
教
育 

課
程
の
改
革
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
最
適
な
学
び 

や
探
究
活
動
の
充
実
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
画
一
的
な 

時
間
割
で
は
生
み
出
し
に
く
か
っ
た
時
間
確
保
に
よ
り 

学
校
ご
と
の
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
で
き
る 

よ
う
に
な
れ
ば
、
先
生
方
が
組
織
的
に
授
業
準
備
等
を 

行
っ
た
り
、
校
内
研
修
や
研
究
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る 

時
間
も
確
保
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
教
員 

の
働
き
方
改
革
も
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

本
校
で
も
、
生
徒
の
学
び
が
よ
り
深
ま
り
、
未
来
を 

切
り
拓
く
力
を
育
む
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
時
間
の 

使
い
方
が
最
も
効
果
的
な
の
か
を
早
い
段
階
か
ら
検
証 

し
て
ま
い
り
ま
す
。
例
え
ば
、
学
力
の
定
着
を
図
る
た 

め
の
指
導
方
法
工
夫
改
善
、
地
域
と
連
携
し
た
探
究
的 

な
学
習
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
個
別
学
習
な
ど
、
学
校 

の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
制
度
が
本
校
生
徒 

の
よ
り
良
い
成
長
に
つ
な
が
る
た
め
に 

「
待
っ
た
な
し
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
と
働
き
方
改
革 

を
進
め
て
い
き
ま
す
！
」 

 

二
月
十
日
（
火
）
か
ら
二
月
十
三
日
（
金
）
の
期
間
、
学
年
末
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の
生
徒
も
真
剣
な
表
情
で
、
時
間
い
っ
ぱ
い

テ
ス
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

こ
の
テ
ス
ト
は
、
各
学
年
で
学
ん
だ
学
習
内
容
の
定
着
度
を
確
認
す

る
と
て
も
大
切
な
テ
ス
ト
で
す
。
特
に
苦
手
分
野
に
つ
い
て
は
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、
先
生
方
や
友
人
に
質
問
を
し
た
り
分
か
る
ま
で
見
直
し
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
次
の
学
年
を
見
据
え
て
、
こ

の
学
年
で
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
力
は
身
に
付
け
、
新
年
度

よ
い
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
る
よ
う
に
準
備
し
た
い
も
の
で
す
ね
。 

 

  

集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
学
年
末
テ
ス
ト 

二
月
十
三
日
（
金
）
に
、
や
ど
り
ぎ
助

産
院
の
藤
真
理
子
助
産
師
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
性
に
関
す
る
指
導
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

セ
ル
フ
プ
レ
ジ
ャ
ー
の
概
念
や
避
妊
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
知
る
こ
と
の
大
切

さ
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
上
に
溢
れ
る
情
報
の

中
に
は
誤
っ
た
情
報
や
過
度
の
表
現
等
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。 ま

た
、
御
多
様
な
中
、
こ
の
授
業
を
参

観
さ
れ
た
保
護
者
の
皆
様
方
に
も
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

性
と
い
の
ち
の
授
業
を
開
催
し
ま
し
た 



 

 

入学説明会を行いました 

２月17日（火）に令和８年度入学説明会を 

開催しました。最初は緊張した様子の６年生 

でしたが，先生方や生徒会の役員から説明を 

聞いて徐々に表情が和らいでいきました。説 

明を聞いた６年生は，４月から始まる中学校 

生活への期待と希望を抱くことができたよう 

です。 

準備時間も少ない中で，一生懸命準備をし 

てくれた生徒会の皆さん，ありがとうござい 
ました。 

生徒朝会で学校給食週間の取組を発表しました 

２月３日（火）に行われた生徒朝会におい 

て，保健部が学校給食週間の取組を発表して 

くれました。その内容は，学校給食の歴史や 

学校給食に関わるクイズの出題，郷土料理等 

に関するものでした。 

毎日提供される給食は，奄美市立学校給食 

センターの栄養教諭や調理員が栄養バランス 

を考えて作っています。これらの方々への感 

謝の気持ちをもちながら，給食を食べてほし 

いと思います。 

学年・学級ＰＴＡ及び家庭教育学級を行いました 

 ２月19日（木）に学年・学級ＰＴＡ及び家庭教育学級を開催しました。ＰＴＡでは，生徒たちの学校生活の様子や

学習への取組状況等について確認しました。今年度も残り１カ月です。次の学年の準備期間にもあたるため各家庭で

も規則正しい生活習慣の確立や学習への取組状況の確認等の見届けと声掛けをよろしくお願いします。 

ＰＴＡ後の家庭教育学級（閉級式含む）では「家庭学習について」と題して，奄美市教育委員会学校教育課から金

﨑指導主事をお招きして講話をしていただきました。マイゴールチャレンジの概要や子供の頑張りを称賛することの

大切さ，やらされる学習から自主的な学習への転換等多くの示唆をいただきました。 

また，子供たちの身近にあるスマホやゲーム機の使い方，そのリスク等についても資料や動画を活用しながら分か

りやすく説明してくださいました。御参加いただいた保護者の皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来世代応援アクション with J リーグ 

 ２月18日（水）に，明治安田鹿児島支店奄美大 

島営業室の方々が来校されサッカーボールを寄贈 

してくださいました。 

この事業は全国のこどもたちにサッカーボール 

を寄贈することでサッカーの楽しさを感じてもら 

い，こどもたちの未来に向けた一歩を応援するこ 

とを目的にしているようです。奄美では３校に寄 

贈されたようですが，本校がその 1つに選ばれた 

ことは大変ありがたいことです。 

 現在，サッカーボールは来賓玄関に展示していますので，来校された際にぜひ御覧ください。 

３月学校行事  丸内 SC 来校日 ９日（月※終日），18 日（水） 

４日（水） 公立高等学校一般入学者選抜１日目 

５日（木） 公立高等学校一般入学者選抜２日目 

６日（金） ３年クラスマッチ 

10日（火） 卒業式予行・準備 

11日（水） 第 78 回卒業式 

12日（木）  公立高等学校合格者発表 

13 日（金） クリーン登校 

18 日（水） １年クラスマッチ 

19 日（金） ２年クラスマッチ 

20 日（木） 春分の日 

25 日（火）  修了式，離任式 


